
今
、
回
顧
す
る
と
苦
し
い
悲
し
い
思
い
出
ば
か
り
が
懐
か
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
苦
し
い
体
験
を
バ
ネ
に
活
用
し
て
戦
後

の
再
建
に
「
何
糞
こ
れ
し
き
の
こ
と
」
と
、
常
に
悪
い
条
件
を
は

ね
返
し
て
成
功
へ
と
頑
張
れ
た
こ
と
は
え
が
た
い
貴
重
な
収
穫
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

駆
逐
艦
「
五
月
雨
」
　 茨

城
県
　
渡
辺
善
夫
　 

―
渡
辺
さ
ん
は
海
軍
の
昭
和
十
七
年
五
月
志
願
だ
と
の
こ
と
で

す
が
、
先
ず
海
兵
団
入
団
の
時
の
概
要
を
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

私
は
大
正
十
三
年
の
十
二
月
二
十
三
日
生
ま
れ
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
ま
で
は
、
海
軍
の
徴
兵
は
一
月
十
日
、
志
願
は
六

月
一
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、
十
六
年
か
ら
は
、
一
月
徴
兵
、
五
月

志
願
、
九
月
志
願
と
徴
兵
と
年
三
回
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し

て
、
制
度
と
し
て
、
徴
兵
は
現
役
三
か
年
、
志
願
五
年
だ
っ
た
の

で
す
。

私
は
昭
和
十
七
年
五
月
、
横
須
賀
の
楠
か
浦
第
一
海
浜
団
に
入

団
し
た
の
で
す
（
今
そ
の
建
物
は
米
海
軍
が
使
っ
て
い
る
）

。
八
月

十
五
日
に
基
礎
教
育
を
卒
業
し
た
が
、
卒
業
後
全
部
が
ど
こ
か
へ

配
属
さ
れ
る
わ
け
で
、
私
は
『
駆
逐
艦
「
五
月
雨
」
乗
り
込
み
を

命
ず
』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

八
月
十
六
日
、
呉
の
海
浜
団
へ
仮
入
団
の
た
め
「
隊
伍
陸
行

（
汽
車
で
行
く
こ
と
）

」
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

「
五
月
雨
」「
春
雨
」

「
村
雨
」「
夕
立
」
の
四
隻
で
第
二
駆
逐
隊
を
編
成
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
そ
の
時
、
乗
り
組
み
を
命
ぜ
ら
れ
た
「
五
月
雨
」
は

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
り
ま
し
た
。

九
月
の
末
、「
サ
ク
ラ
メ
ン
テ
丸
」
と
い
う
油
槽
船
に
便
乗
し

て
、
先
ず
南
洋
群
島
の
ト
ラ
ッ
ク
島
へ
行
っ
た
の
で
す
が
約
一
週

間
か
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
ん
ど
は
特
務
船
「
間
宮
」
に
移

乗
し
一
週
間
、
そ
の
後
、
二
等
巡
洋
艦
「
由
良
」
へ
び
ん
じ
ょ
う

し
て
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
て
ま
え
の
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
島
に
つ

き
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
海
軍
の
前
線
基
地
で
、
■
瑚
海

海
戦
が
終
わ
っ
て
、
艦
隊
が
帰
っ
て
来
た
時
で
し
た
。
十
七
年
十

月
十
六
日
、
そ
こ
で
「
五
月
雨
」
へ
乗
っ
た
の
で
す
。

―
い
よ
い
よ
、
連
合
艦
隊
の
最
前
線
で
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
攻
防



戦
は
は
げ
し
く
な
る
し
、
ソ
ロ
モ
ン
で
の
日
米
決
戦
の
時
期

で
し
た
が
、
入
隊
五
か
月
で
初
陣
と
な
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
空
襲
は
あ
り
ま
し
た
が
、
陸
上
に
物
資
は
あ

り
ま
し
た
。
本
来
は
一
週
間
ぐ
ら
い
の
新
兵
教
育
を
や
る
予
定

だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
出
来
な
い
で
、
十
六
時
頃
に
な
る
と
出
港
し
、

夜
中
に
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
食
糧
、
弾
薬
を
運
ん
だ
。
毎
日
、

昼
は
基
地
の
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
ボ
ー
ケ
ン
ビ
ル
島
の
南
の
小

島
）
で
待
機
し
、
夜
は
ガ
島
行
き
、
だ
い
ぶ
続
き
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
、
ル
ン
ガ
沖
海
戦（
夜
戦
）
切
り
込
み
、
艦
砲

射
撃
（
ガ
島
輸
送
の
駆
逐
艦
八
隻
と
敵
有
力
部
隊
と
交
戦
し
、
そ

の
と
き
揚
陸
は
不
成
功
）
の
た
た
か
い
だ
っ
た
が
、
新
兵
は
夜
眠

く
て
も
眠
ら
れ
ぬ
し
、
う
え
の
人
の
洗
濯
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ

の
少
し
前
の
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
が
、
第
三
次

ソ
ロ
モ
ン
海
戦
で
す
が
、「
五
月
雨
」
は
そ
れ
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
陸
軍
が
ガ
島
飛
行
場
を
だ
っ
か
い
す
る
た
め
艦
砲
射
撃
を
し

た
の
で
す
。
空
母
三
隻
、
戦
艦
二
、
重
巡
洋
艦
四
、
軽
巡
一
、
駆

逐
艦
十
六
の
大
艦
隊
と
米
海
軍
水
上
部
隊
、
戦
艦
群
と
の
大
海
戦

だ
っ
た
と
あ
と
で
知
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
我
が
戦
艦
、「
比

叡
」「
霧
島
」
が
や
ら
れ
、
重
巡
「
衣
笠
」
と
、
駆
逐
船
「
綾
波
」

「
暁
」「
夕
立
」
も
沈
没
し
ま
し
た
が
、
私
の
乗
り
こ
ん
で
い
た「
五

月
雨
」
は
大
丈
夫
で
し
た
。

―
戦
闘
中
の
初
年
兵
の
苦
労
は
心
身
共
に
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。

私
は
機
関
兵
だ
っ
の
で
、
勤
務
中
は
と
て
も
あ
つ
か
っ
た
で

す
。
夜
は
初
年
兵
だ
か
ら
睡
眠
時
間
は
少
な
い
。
昼
に
な
る
と
空

襲
が
あ
る
と
ま
た
眠
れ
な
い
。
戦
況
に
つ
い
て
は
、
機
関
兵
は
艦

の
底
の
方
に
い
る
か
ら
、
そ
と
へ
は
出
ら
れ
な
い
の
で
わ
か
ら
な

い
。
砲
撃
、
雷
撃
が
終
わ
れ
ば
そ
と
へ
出
る
が
、
そ
れ
が
我
々
の

仕
事
。
機
関
は
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
。
弾
薬
庫
は
前
部
と
後
部
に
あ
る

が
、
普
通
は
砲
塔
の
ま
し
た
に
あ
る
。
砲
塔
が
直
撃
弾
を
く
え
ば

弾
薬
が
誘
発
す
る
こ
と
も
あ
る
。

艦
の
う
え
も
大
変
だ
が
、
勤
務
と
は
い
え
し
た
も
大
変
だ
っ

た
。
私
が
乗
っ
て
い
る
間
は
直
撃
は
な
か
っ
た
が
、
至
近
弾
で
鉄

板
の
リ
ベ
ッ
ト
が
は
ず
れ
水
が
は
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
燃
料

は
Ｂ
重
油
を
使
っ
て
い
た
。

雷
撃
を
く
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
か
わ
し
た
こ
と
も
あ
る
。
駆

逐
艦
は
右
か
ら
来
た
時
は
、
右
を
ぎ
ゃ
く
回
転
し
て
左
を
全
速
回



転
、
舵
を
右
い
っ
ぱ
い
に
す
る
と
、
艦
は
三
十
度
ぐ
ら
い
傾
い
て
、

回
転
舵
を
取
っ
て
そ
の
潜
水
艦
を
追
跡
し
て
、
爆
雷
を
投
下
す
る

の
で
す
。

米
国
の
魚
雷
は
気
泡
が
出
て
航
跡
が
わ
か
る（
石
油
エ
ン
ジ
ン

を
積
ん
で
い
る
）
。
日
本
も
石
油
エ
ン
ジ
ン
だ
が
、
完
全
酸
素
（
九

九
％
）
を
使
っ
て
い
る
の
で
完
全
燃
焼
す
る
。
危
険
だ
が
、
最
初

点
火
し
て
す
ぐ
酸
素
に
切
り
か
え
る
。
そ
の
た
め
泡
が
出
な
い
か

ら
航
跡
が
の
こ
ら
な
い
。
こ
れ
は
機
密
兵
器
で
、
終
戦
ま
で
も
れ

な
か
っ
た
日
本
海
軍
の
誇
り
だ
っ
た
。

回
転
を
ぎ
ゃ
く
に
す
る
の
は
手
動
で
や
る
。
ス
ク
リ
ュ
ー
は
機

関
科
の
受
持
ち
、
操
舵
は
艦
長
が
や
る
。
海
戦
が
終
わ
り
、
十
一

月
末
だ
っ
た
か
、
十
二
月
は
じ
め
横
須
賀
へ
帰
り
、
三
号
ド
ッ
ク

で
リ
ベ
ッ
ト
の
は
ず
れ
た
の
な
ど
を
修
理
し
た
。
そ
の
時
、
は
じ

め
て
故
郷
へ
軍
服
姿
で
帰
っ
た
。
四
十
八
時
間
の
休
暇
で
し
た
。

―
再
出
港
は
い
つ
頃
で
し
た
か
、
時
期
的
に
は
ガ
島
撤
退
の
準

備
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ま
た
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
基
地

へ
復
帰
で
し
た
か
。

十
二
月
十
九
日
、
横
須
賀
出
港
、
正
月
は
ト
ラ
ッ
ク
島
で
し
た
。

一
月
十
五
日
に
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
で
す
。
一
月
末
に
は
相
変
わ

ら
ず
陸
軍
の
物
資
輸
送
で
、
ネ
ズ
ミ
輸
送
で
す
。
我
々
は
「
海
軍

丸
通
」
だ
と
い
っ
て
、
駆
逐
艦
乗
り
は
運
送
屋
じ
ゃ
な
い
（
ガ
島

定
期
便
）
と
不
満
だ
っ
た
。

二
月
節
分
の
頃
、
ガ
島
撤
収
が
あ
っ
た
。
駆
逐
艦
二
十
隻
が
そ

ろ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
大
き
な
艦
船
は
足
手
ま
と
い
に
な
る
の
で

行
か
ぬ
。
駆
逐
艦
は
巡
航
（
経
済
）
速
度
は
二
十
一
ノ
ッ
ト
、
最

高
三
十
五
ノ
ッ
ト
ぐ
ら
い
出
た
。
海
水
が
冷
た
け
れ
ば
も
っ
と
速

度
が
出
た
が
、
三
十
ノ
ッ
ト
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
だ
が
、
燃
料
は
み

る
み
る
な
く
な
る
。
油
は
タ
ン
カ
ー
で
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
ま
で
運

ん
で
い
た
。＊

ガ
島
第
一
次
撤
収
（
十
八
年
二
月
一
日
）

―
駆
逐
艦
二
十
隻
、
約
五
千
人
収
容
、
二
日
ボ
ー
ゲ
ン
ビ
ル

島
着
。

第
二
次
撤
収
（
二
月
四
日
）

―
駆
逐
艦
隊
二
十
隻
、
第
十
七
軍
司
令
官
以
下
約
五
千
人
収

容
、
五
日
ボ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
着
。

第
三
次
撤
収
（
二
月
七
日
）

―
駆
逐
艦
十
六
隻
、
約
千
八
百
人
収
容
、
八
日
ボ
ー
ゲ
ン
ビ

ル
島
着
、
ガ
島
撤
収
作
戦
終
了
。



ガ
島
戦
で
の
日
本
軍
損
害
は
航
空
機
八
百
九
十
三
機
、
陸
軍

将
兵
は
米
軍
の
三
倍（
戦
死
八
千
二
百
人
、
戦
病
死
一
万
一

千
人
、
第
二
師
団
勇
兵
団
、
第
三
十
八
師
団
沼
兵
団
の
主
力
）

で
あ
っ
た
。

―
収
容
し
た
ガ
島
の
兵
士
の
よ
う
す
は
如
何
で
し
た
か
。

ガ
島
撤
退
の
陸
軍
の
兵
隊
は
や
せ
お
と
ろ
え
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服

で
小
銃
だ
け
持
っ
て
上
甲
板
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
て
い
る
。
駆
逐
艦
だ

か
ら
艦
の
な
か
へ
は
入
れ
ら
れ
な
い
。
甲
板
の
し
た
は
も
う
機
械

室
で
す
か
ら
。
戦
艦
や
巡
洋
艦
と
違
う
の
で
気
の
毒
だ
が
上
甲
板

以
外
収
容
出
来
な
い
。
悲
惨
な
も
の
で
「
陸
軍
で
な
く
て
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
た
。

ガ
島
撤
収
は
三
回
や
っ
た
。
そ
の
間
、
勿
論
空
襲
は
あ
っ
た
。

艦
は
二
列
縦
隊
で
進
む
の
で
、
前
か
ら
二
隻
目
（
二
番
艦
）
は
や

ら
れ
て
沈
ん
だ
よ
う
だ
が
、
艦
名
は
忘
れ
た
が
。
兵
員
は
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
ル
島
で
降
ろ
し
作
業
は
終
了
し
た
。

―
ガ
島
作
戦
の
つ
ぎ
は
ど
こ
で
す
か
。

二
月
中
旬
、
パ
ラ
オ
島
か
ら
第
四
十
一
師
団（
河
兵
団
で
宇
都

宮
師
管
編
成
）
を
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
運
ん
だ
。
何
べ
ん
も
運
ん
だ

が
、
水
戸
の
兵
隊
が
は
い
っ
て
い
た
。
実
は
そ
の
な
か
に
兄
が
い

た
ん
で
す
よ
。
帰
っ
て
か
ら
知
っ
た
の
で
す
が
。

三
月
に
は
、
第
五
十
一
師
団（
基
兵
団
で
、
こ
れ
も
宇
都
宮
編

成
）
を
ラ
バ
ー
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
運
ん
だ
。

三
月
二
、
三
日
、
の
両
日
で
輸
送
船
八
隻
だ
か
が
、
全
部
空
襲

で
沈
没
し
、
護
衛
の
駆
逐
艦
も
や
ら
れ
た
が
相
当
残
っ
た
。

三
月
に
輸
送
作
戦
が
終
わ
っ
て
、
四
月
中
旬
に
ト
ラ
ッ
ク
島
へ

帰
っ
て
き
た
。
ト
ラ
ッ
ク
島
に
し
ば
ら
く
い
て
、
五
月
の
は
じ
め

ア
ッ
ツ
島
玉
砕
の
た
め
横
須
賀
へ
帰
り
、
北
洋
艦
隊
を
編
成
し
て

北
千
島
の
守
占
島
、
幌
莚
島
え
は
い
り
、
な
ん
べ
ん
か
出
撃
し
た

が
成
功
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
キ
ス
カ
撤
収
作
戦
だ
っ
た
の
で
、
戦
う
の
が
目
的
で

は
な
か
っ
た
。
霧
が
深
く
一
寸
先
が
み
え
な
い
。
当
時
米
軍
は
電

波
探
知
機
が
進
ん
で
い
た
の
で
、
相
当
や
ら
れ
た
と
い
う
話
は
聞

い
て
い
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
そ
こ
に
い
た
が
、
五
月
と
い
う
の
に

寒
か
っ
た
。
防
寒
具
は
横
須
賀
か
ら
積
ん
で
は
来
た
が
、
な
に
し

ろ
南
か
ら
急
に
北
へ
行
っ
た
の
だ
か
ら
。

そ
の
時
は
駆
逐
艦
ば
か
り
で
な
く
、
巡
洋
艦
も
一
緒
だ
っ
た
。

キ
ス
カ
撤
収
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
、
海
軍
工
機
学
校
普
通
科
練
習

生
と
し
て
入
校
の
た
め
、
十
八
年
五
月
末
「
五
月
雨
」
を
退
艦
し



て
、
重
巡
洋
艦
「
摩
耶
」
に
便
乗
し
た
。
青
森
県
の
野
辺
地
へ
上

陸
し
て
横
須
賀
ま
で
陸
行
し
ま
し
た
。

第
五
期
普
通
科
内
火
術
練
習
生
と
な
っ
た
（
主
と
し
て
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
）

。
当
時
は
燃
料
が
と
ぼ
し
く
、
小
型
艦（
潜
水

艦
、
軽
巡
洋
艦
、
海
防
艦
）
は
ほ
と
ん
ど
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
か
え
て

い
た
。
三
か
月
教
育
を
受
け
、
十
八
年
九
月
末
に
卒
業
、
そ
の
後

横
須
賀
海
兵
団
の
補
充
分
隊
に
一
か
月
ぐ
ら
い
い
た
。

―
そ
の
後
は
、
艦
に
は
乗
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

三
重
の
鈴
鹿
海
軍
航
空
隊
で
、
第
五
百
二
十
三
海
軍
航
空
隊

（
通
称
・
鷹
部
隊
）
が
編
成
さ
れ
そ
こ
へ転
属
し
た
。
十
二
月
の
は

じ
め
に
感
冒
に
か
か
っ
て
、
四
十
度
以
上
の
熱
が
三
日
ぐ
ら
い
出

て
入
室
し
て
い
た
が
、
横
須
賀
の
海
軍
病
院
へ
入
院
さ
せ
ら
れ

た
。
そ
の
時
は
飛
行
機
で
、
鈴
鹿
横
須
賀
と
空
輸
さ
れ
た
わ
け

で
す
。
そ
の
た
め
、
私
の
か
わ
り
の
人
が
補
充
分
隊
か
ら
鷹
部
隊

へ
転
勤
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
が
ま
っ
た
く
運
の
別
れ
だ
っ
た
。
鷹
部
隊
は
液
冷
Ｖ
型
エ

ン
ジ
ン
の
航
空
機
（
艦
上
偵
察
機
だ
っ
た
と
思
う
）
で
、
私
が
入

院
し
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
テ
ニ
ア
ン
へ
い
っ
て
玉
砕
し
て
い
た

と
思
う
。
か
わ
り
に
い
っ
た
人
は
同
年
兵
で
、
茨
城
県
那
賀
郡
の

出
身
で
、
戦
後
御
遺
族
が
な
か
な
か
わ
か
ら
ず
、
や
っ
と
墓
参
し

て
来
ま
し
た
。

私
の
入
院
は
四
十
日
ぐ
ら
い
で
、
退
院
後
、
久
里
浜
の
保
養
班

へ
一
か
月
ぐ
ら
い
は
い
っ
て
い
ま
し
た
。
十
九
年
四
月
、
第
三
岡

崎
海
軍
航
空
隊
へ
勤
務
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
運
転
す
る
役

だ
っ
た
が
、
新
設
航
空
隊
の
た
め
据
え
つ
け
が
完
了
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
機
関
科
倉
庫
で
、
資
材
・
器
材
・
自
動
車
関

係
の
管
理
、
調
達
な
ど
、
裏
方
勤
務
を
さ
せ
ら
れ
て
、
ひ
に
く
の

た
ん
に
た
え
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

二
十
年
一
月
、
機
関
学
校
高
等
科
練
習
生
の
指
名
入
校
の
通
知

が
あ
り
、
練
習
生
と
し
て
三
か
月
間
教
育
を
受
け
た
が
、
二
十
年

六
月
海
軍
の
練
習
生
制
度
が
全
廃
さ
れ
た
。

当
時
、
す
で
に
連
合
艦
隊
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
、
沖
縄
玉
砕
、
本

土
決
戦
準
備
と
い
う
、
乗
る
艦
船
も
な
く
、
空
襲
激
化
の
末
期
的

な
時
だ
っ
た
が
、
我
々
は
最
後
ま
で
戦
う
と
い
う
気
持
ち
で
し

た
。私

は
今
度
は
、
特
攻
兵
器
整
備
要
員
と
な
っ
た
。
特
攻
と
い
う

と
、
水
上
特
攻
は
「
丸
四
」
と
い
う
ベ
ニ
ア
板
の
舟
で
、
前
に
機

関
銃
を
装
備
し
爆
装
し
て
あ
る
も
の
（
敵
船
に
ぶ
っ
つ
か
り
自
爆



す
る
）

。

水
中
特
攻
は
特
殊
潜
航
艇「
海
竜
」
で
二
人
乗
り
、「
蛟
竜
」
は

五
人
乗
り
。
水
上
は
二
十
五
隻
が
一
隊
で
、
通
常
は
二
隊
、
五
十

隻
で
一
組
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

五
月
～
六
月
、
沖
縄
戦
の
最
初は
戦
果
は
あ
が
っ
た
が
、
末
期

に
は
米
軍
は
「
丸
四
」
が
来
た
ら
電
柱
（
丸
材
）
を
上
甲
板
か
ら

お
と
す
。「
丸
四
」
は
材
木
と
心
中
し
て
し
ま
っ
た
。

私
は
水
中
特
攻
「
海
竜
」
の
整
備
を
し
た
。
艇
長
は
大
学
出
の

予
備
士
官
、
艇
付
は
予
科
練
の
昭
和
十
九
年
末
に
は
い
っ
た
十

三
、
十
四
期
生
（
教
育
が
終
わ
っ
て
飛
行
機
の
訓
練
を
さ
せ
よ
う

と
し
た
が
飛
行
機
が
な
い
。
そ
れ
で
水
中
特
攻
隊
（
「
海
竜
」
を

Ｓ
Ｓ
と
言
っ
た
）
を
要
員
と
し
た
。

私
は
八
月
、
横
須
賀
海
軍
航
空
学
校
か
ら
、
鳥
羽
基
地
へ
隊
ご

と
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り

鳥
羽
へ
行
か
ず
横
須
賀
へ
帰
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
水
中
、
水
上
特
攻
隊
は
、
米
軍
艦
入
港
前
に

一
番
先
に
帰
す
と
い
う
指
令
が
で
た
。

「
特
攻
は
な
に
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
で
、
私
た
ち

は
八
月
二
十
四
日
復
員
し
た
。
駆
逐
艦
「
五
月
雨
」
は
パ
ラ
オ
湾

内
で
座
礁
し
た
と
こ
ろ
を
米
潜
水
艦
に
や
ら
れ
た
。

我
々
「
五
月
雨
」
乗
員
は「
五
月
雨
会
」
を
結
成
し
、
小
田
原

市
早
川
の
東
善
院
に
慰
霊
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。




